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要  旨 
 

2009 年 7 月から 9 月にかけて，富山県の山地の標高 330 m，664 m，および 1,120 m において，タウンズ型白色マレー

ズトラップを用いてカッコウムシ科の甲虫を捕獲した．その結果，69 個体が捕獲され，それらは 4 種に同定された：キオビナ

ガカッコウムシ Opilo carinatus，ムナグロナガカッコウムシ O. niponicus，クロダンダラカッコウムシ Stigmatium nakanei，ホ

ソカッコウムシ Cladiscus obeliscus．捕獲個体数の 84.1%はクロダンダラカッコウムシであった．しかし，クロダンダラカッコウ

ムシは標高 1,120 m ではまったく捕獲されなかった． 
 
キキーーワワーードド：：Cladiscus，Opilo，Stigmatium，標高 
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はじめに 
 

カッコウムシ科（以下，カッコウムシ類）およびサビカッコウム

シ科はコウチュウ目カッコウムシ上科に属し，世界から約 3,800
種，日本より約 60 種が記録されている（村上, 2023）．これらの

幼虫と成虫は，一部の種を除いていずれも捕食性で，アリモド

キカッコウムシ Thanasimus substriatus (Gebler, 1832)はキクイ

ムシ類，シロオビカッコウムシ Tarsostenus univittatus (Rossi, 
1792)は木材害虫ヒラタキクイムシ Lyctus brunneus (Stephens, 
1830)などの捕食性天敵であるため，益虫として知られている

（井上・野淵, 1957; 宮ノ下ほか, 2004; 林, 2005; 岩田, 2011; 
Murakami, 2018）． 

著者の一人である山内が富山県の山地に発生する飛翔性

昆虫を調査するためにマレーズトラップを用いた調査を実施し

た（例えば，山内・渡辺 2013; 末吉・山内 2015; 山内・石谷, 

2020; 森下ほか, 2021; 馬場・山内, 2022; Kato and Yamauchi, 
2024）．その結果，様々な飛翔昆虫に混じって多数のカッコウム

シ類が捕獲された．そこで，カッコウムシ類の生態に関する基礎

資料として，捕獲されたカッコウムシ類について報告する． 
 
 

材料と方法 
 
調査地 

調査地は富山県の山地で，標高 330 m の 1 地点（富山市亀

谷），標高 664 m の 1 地点（利賀村上百瀬），および標高 1,120 
m の 2 地点（富山市有峰の猪根谷と十郎谷）とした（図 1）．標

高 330 m 地点はクルミ属 Juglans spp.が優占する二次林で，

和田川から 50 m 以内に位置する．標高 664 m 地点はヤナギ

類 Salix spp.が優占する河畔林/渓畔林で，百瀬川から 50 m 以
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Abstract 
 
The history and present status of the Japanese weasel Mustela 

itatsi introduced to the Nansei Islands, as well as its potential 
impacts on the local terrestrial faunas, are reviewed. The weasel 
introductions in this region were carried out on 39 or 40 islands 
from the late 1930s (Tokara Islands) to 1977 (Akajima of the 
Okinawa Islands). In many cases, the purpose was to control 
rodents, which are agricultural pests. It was also used to control 
the venomous viper (Habu), which harms humans. Weasel 
populations still exist on 21 islands (Kuroshima of the 
Kamimishima Islands, Gajajima and other four islands in the 
Tokara Islands, Kikaijima and other two islands in the Amami 
Islands, Zamamijima and other three islands in the Okinawa 
Islands, Miyakojima and other four islands in the Miyako 
Islands, Haterumajima of the Yaeyama Islands, and Kita-
Daitojima and Minami-Daitojima of the Daito Islands), with 
some information on the past existence of established 
populations in two additional islands. Evidence suggests that 
these introduced weasels have caused population declines, 
localization, or extinction of indigenous terrestrial animals on 
these islands through predation. 

 
Key words: Alien species, Conservation, Introduction, Predator. 
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内に位置する．標高 1,120 m 地点はブナ Fagus crenata が優

占する夏緑樹林帯で，十郎谷の調査地は幅約 3 m の渓流から

10 m 以内に位置し，猪根谷の調査地は猪根川から約 30 m の

位置にある．すべての調査地において，設置したトラップの周囲

はオープンな環境で明るかった．これら 4 地点のうち，標高 330 
m の 1 地点と標高 1,120 m の 2 地点は人が普段訪れる場所

ではないが，標高 664 m の 1 地点はキャンプ場の付近であるた

め訪れる人が比較的多い．

調査方法

調査には，両側に高さ約 1.0 m，幅約 1.7 m の開口部をもつ

タウンズ型マレーズトラップ（ coarse mesh, Golden Owl 
Publishers, INC., MD, USA; 図 2）を用いた．マレーズトラップ

の捕虫瓶には，殺虫および試料保存のため，70％エタノールを

入れた．各標高にマレーズトラップを 2 基ずつ（合計 6 基）設

置した．標高 330 m と標高 664 m 地点では，どちらも 2 つのマ

レーズトラップを70～80 m離して設置した．標高1,120 mでは，

2 つのマレーズトラップ（猪根谷と十郎谷）を約 5 km 離して設

置した．マレーズトラップは，2009 年 7～9 月の約 2 か月間連続

して設置し（標高 330 m 地点：7 月 14 日～9 月 26 日，標高

664 m 地点：7 月 21 日～9 月 29 日，標高 1,120 m 地点：7 月

7 日～9 月 22 日），ほぼ 7 日に 1 回の頻度で捕獲虫の回収を

行なった．得られた捕獲虫は研究室へ持ち帰り，カッコウムシ類

を選り分けて乾燥標本を作成した．そして，著者の一人である

村上が，形態学的特徴に基づいてすべての標本を同定した．

証拠標本は，愛媛大学ミュージアムにて保管している．

結  果

調査地全体で，カッコウムシ類 4 種 69 個体を捕獲した（表

1）．捕獲個体数がもっとも多かった種はクロダンダラカッコウム

シ Stigmatium nakanei Iga, 1949（図 3C） で，全個体数の

84.1%を占めた．そして，ムナグロナガカッコウムシ Opilo 
niponicus Lewis, 1892（10.1%，図 3A），キオビナガカッコウムシ

Opilo carinatus Lewis, 1892（4.3%，図 3B） と続いた．ホソカッ

コウムシ Cladiscus obeliscus Lewis, 1892（図 3D） は 1 個体が

得られたのみであった．

捕獲種数は，標高 330 m 地点では 2 種，664 m 地点では 4
種，そして 1,120 m 地点では 1 種であった．捕獲個体数は，標

高 330 m 地点では 17 個体，664 m 地点では 51 個体，そして

1,120 m 地点では 1 個体（キオビナガカッコウムシ） のみで，標

高 664 m 地点で顕著に多かった．調査地のうち，富山市有峰の

十郎谷（標高 1,120 m） では，カッコウムシ類が捕獲されなかっ

た．

考  察

本調査で捕獲された 4 種は，田中（1979），常楽（1982），北
村ほか（1991） により，富山県から過去に記録されている．

加藤・多比良（2005）では，標高 80 m の里山環境で各種トラ

ップにより捕獲されたカッコウムシ類 4種 [ダンダラカッコウムシ

Stigmatium pilosellum (Gorham, 1878)，クロダンダラカッコウム

シ，キムネツツカッコウムシ Tenerus maculicollis Lewis, 1892，
シロオビカッコウムシ] のうち，クロダンダラカッコウムシが最も

高い割合で捕獲された．本研究においても捕獲されたカッコウ

ムシ類の 84.1%をクロダンダラカッコウムシが占めていることから，

本種は山林内でよく飛翔しているものと推測される．

クロダンダラカッコウムシは，本研究において捕獲された全個

体数の 84.1%を占めたが，1,120 m 地点ではまったく捕獲され

なかった．1,120 m 地点のマレーズトラップ 2 基では，コウチュウ

目の他の分類群では多くの個体が捕獲されており（山内・石谷, 
2020; 山内, 未発表），トラップの不具合でクロダンダラカッコ

ウムシが捕獲されなかったわけではないと考えられる．理由は

不明であるが，クロダンダラカッコウムシは高標高域よりも低標

高域に多く分布するのかもしれない．

山梨県北部におけるマレーズトラップ 52 基を用いた 3 シー

ズンの調査では，カッコウムシ類 3 種（種名不明） 100 個体が

図 1 調査地．

図 2 設置したマレーズトラップ．
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捕獲された（Ohsawa, 2010）．本研究でも，マレーズトラップ 3 基

を用いた 1 シーズンの調査でカッコウムシ類 4 種 69 個体が捕

獲された．Ohsawa（2010） と本研究の結果から，マレーズトラッ

プはカッコウムシ類の一部の種の捕獲に有用であると考えられる．
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図 3 マレーズトラップで捕獲されたカッコウムシ科．A，ムナグロナガカッコウムシ Opilo niponicus；B，キオビナガカッコウムシ Opilo carinatus；C，ク
ロダンダラカッコウムシ Stigmatium nakanei；D，ホソカッコウムシ Cladiscus obeliscus .スケールは 1 mm．
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